
第 2 4 回厚生科学審議会科学技術部会 

一 議 事 次 第 一 

[ 日 時 ]  平成 1 7 年 4 月 2 1 日 ( 木 ) 「 5 : 0 0 ～ 1 7 : 0 0 

[ 場 所 ]  厚生労働省 省議室 (9 階 ) 

[ 議 題 ] 
    平成 1 Q 年度厚生労働科学技術政策について 

2. 今後の中長期的な 厚生労働科学研究の 在り方に関する 専門委員会中間報告につい 
て 

3. 国の研究開発評価に 関する大綱的指針の 改定について 
4. 独立行政法人医薬基盤研究所の 設立等について 

[ 配布資料 ] 
資料「 平成「 8 年度厚生労働科学技術政策について 

資料 2 一 「 今後の中長期的な 厚生労働科学研究の 在り方に関する 専門委員会中間報 

音書概要 
資料 2 一 2 今後の中長期的な 厚生労働科学研究の 在り方に関する 専門委員会中間報 

告重 
資料 3 一 「 国の研究開発評価に 関する大綱的指針の 概要 

資料 3 一 2  国の研究開発評価に 関する大綱的指針 ( 平成「 7 年 3 月 2 9 日内閣総理 

大臣決定 ) 
資料 4  独立行政法人医薬基盤研究所の 設立等について 

参考資料Ⅰ 厚生科学審議会科学技術部会委員名簿 



第 24 回科学技術部会 資料 

平成 1 7 年 4 月 2 1 日   

平成 1 8 年度厚生労働科学技術政策について 
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( メタホリックシントローム ) 

食品のリスクを 把握し、 

への影響 他 ) の解明と評価   
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・全国どこでも 質の高い専門 E 
療 が受けられるような 体制 整 

科学技術の成果 等の 

現場への速やかな 応 m 
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厚生労働科学技術研・ 究の方向性について 
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イフサイェンス 研究を重点Ⅰ 
平成い年度国民生活に 関する世論調査より 

f 個 みや不安の内容 )   
国民の悩み 

不安、 要望 
自分の健康 @ ついて 

「老後の生活設計」 

「健康」 
家族の健康について 

「医療，年金等の 資産の見通しについて 

社会保障構造改革」 
( 内閣府調査 ) 

自分の生舌上の 

研 推進方策について 

(1) 政策目的志向型研究の 更なる 

進展 [ 例 ] 糖尿病患者を 減少させ、 重症化 
を防ぐ研究 

- 子 健康の増進Ⅰ医療費適正化， （ 2) 成果に直結する 効率的・ 効 

果 的研究手法の 開発 
成果契約型事業の 導入や大規模 多 施設共 
同研究の推進、 連携施策群の 活用など 

ヰ 
(3) 人材の育成 

これから特に 必要とされる 領域で、 質の 

高 い 研究成果を創出できる 人材の体系的 
な 育成 
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政策的に必要な 科学 



 
 

健康 ヲロか テイア戦略の 策定 (     賦翰を伸 。 モ親科 戦術の振興 ) 

( 平成 1 7 年度～平成 2 6 年度 ) 

  

0  糖尿病等の生活習慣病対策の 推進 
0  がん医療水準の 均てん化 

@ へ 
Ⅹ ぐ マ 万人と予 j 貝 lJ 

へ 

要介護になることを 防ぐ 
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 0  ゲノム科学・タンパク 質・ナノテクノロジ 一等の応用 

0  先端医療の実用化、 治験環境の整備の 推進 

  
」 行政施策と連携 等を目指す。 


